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40周年に合わせて時代に合った規約へ
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ー来年度に向けて規約を変えていきますー

全国ではPTAの存在意義や廃止論なども出ています。PTAをネガティブに
感じてしまう理由は「なんとなく気が重い」「役職に就くと大変そう」「活動内容
がわからない」などが多いようです。
新木戸小PTAは委員会もなくし、強制力をなくしているためネガティブに感じ
てしまう要因をなるべく排除しているからこそ保護者のみなさんが活動に理解
いただいているのではないかと思ってます。

しかしながら規約がこの変化についていけていないことから、40周年を機に新しいPTAのあり方を目指し
た規約の改定を実施する計画です。本件は4月の書面総会での決議承認事項となります。

• 入会、退会についての項目を盛り込みます

（入退会の意思を明確にします）

• 転入、転出における会費の取り扱いを変更し

ます（転出時は申し出がある場合のみ納入会

費の差額分を返金）

改訂のポイント（新設項目）

ＰＴＡは保護者と教職員が自主的に組織し運営する任意団体です。法的制約もなく、自ら作成する「規約（会
則）」により、運営しています。任意性の説明はこれまでも実施してきたのですが入学に合わせて自動的に入
会と解釈されても仕方がない部分があり、今回規定にも入会、退会についての項目を盛り込みます。その他
細かい修正などもありますので詳しくは別途配信します総会資料にてご確認よろしくお願い申し上げます。

• 慶弔規定を変更します

（教職員の結婚、出産のお祝い金を廃止）

改訂のポイント（削除項目）
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ーできる人が、できるときに、できることをー
2023年も強制はしません。協力の依頼はしていきます。

PTAは全ての会員が平等に仕事をする団体ではありません。これまで
も、できるだけ活動を見直し、出来ない人や、やりたくない人が、強制
的にやらされるのではなく、どうすればやりたい人が手を挙げて活動
できるＰＴＡになるのかということを考えてきました。

ＰＴＡの目的は、新木戸小に通う子どもたちの健やかな成長で、それは
全ての保護者と教師の願いです。子育ては一人ではできません。だか
ら知恵と労力とお金を少しずつ出し合って、みんなで子どもたちを守
り育てていこうというのがＰＴＡです。

活動に関して、楽しかった・友達が増えた・情報量が増え子育てに役
立った・・・など感じてもらえるPTAにしていくためにも引き続きいろ
んなアイデア募集していますのでお気軽にお寄せください

会長として1年目を終えようとしています。前会長から引き継ぎ運営委員会が一丸となっ
て新たな取り組みなどを試行錯誤しながら実施してきました。これも会員の皆様のご協力
があってこそできたことです。2023年度は40周年の節目となり様々な企画も予定して
おります。次年度もどうぞPTA活動にご理解ご協力をよろしくお願いします。


